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SHELLEY's Philosophy of Life and Poetry
―― HisWay from Political Reformer
to Poetic Creater―― 水井謹作
村落の支配構造
――戦後における旧地主層の部落支配――
山本英治
第２の記念事業だった第20回日本国際経済学会
は、昭和36（1961）年10月４・５日に開かれた。約
170名の経済学者が全国各地の大学、研究機関から
参集した。大会に先立って10月３日には、富山市の
電気ビルディング大ホールで、富山大学経済学部創
立35周年記念講演会が開かれ、京都大学の松井清教
授、明治大学の赤松要教授の記念講演が行われた。
10月５日、大会終了後、会員の懇親会が富山県知事、
富山市長、富山大学長の共同招待のもとに電気ビル
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ディング大ホールで行われた。10月６・７日には学
会員は広貫堂の見学と黒部峡谷、立山の見学に招待
された。
３つ目の記念事業は、昭和34（1959）年５月15日
に、旧高商系経済学部から構成された国立10大学経
済学部長・事務長会議（第15回）が、本学部を当番
校として開催されたことである。この会議は、昭和
25（1950）年１月23日に第１回会議を横浜国立大学
経済学部で開き、年１回の会合を行っていたが、昭
和30年度から、春に各地方の大学で、秋に横浜国大
で開催という年２回制に改めた。旧高商の後身とい
う共通の沿革をもつ経済学部として、共通の問題意
識で諸問題について意見交換することができた。
昭和39（1964）年の創立40周年にちなむ行事は、
昭和39年の前後に、記念論文集の刊行、越嶺会によ
る卒業生名簿の発行、昭和43（1968）年の国立10大
学経済学部長･事務長会議（第23回）を本学部が当
番校となって開催したことである。
40周年記念論文集は、昭和42（1967）年３月１日
に発行された。当時の野崎学部長はその｢序｣で、
｢幾多の困難な事情を克服して発刊｣された感慨を述
べている。すでに大学紛争の渦中に経済学部はおか
れていたのである。しかも執筆者は、経済･経営･法
律･社会の４分野にわたり、次のような論文が掲載
された。執筆者は、本学部および経営短期大学部の
教官から構成されている。
第１篇　経済
信用恐慌論序説 花井益一
北研資料･戦前富山県郡市別工業生産額統計
柴田　裕
17世紀中葉のサセックス王領地における支配構造
――議会派の調査記録の分析―― 武　暢夫
ハウサッカーのキャパシティ解法と
クオドラチック･プログラミング 藤本利躬
計量経済学的モデルにおける主成分２段階
最小二乗法の問題――そのⅠ―― 妙見　孟
最低賃金制と労働組合
――富山地方最低賃金審議会
をめぐる労働組合の運動―― 藤原壮介
第２篇　経営
貨幣価値変動会計 友杉芳春
Ｃ.Ｖ.Ｐ曲線の展開 岩淵富治
株式会社計算規定の構造 山崎佳夫
東独における労働給付に応じた分配に
関する一考察 泰地靖弘
｢生産性分析｣研究（４） 飯田修三
ドラッカー企業観と事業部制 下川浩一
経営者の目標と投資計画 瀬岡吉彦
第３篇　法律
コモン･ロー国家と行政統制 新田隆信
｢新君主論｣の研究（７） 大谷明夫
経営者支配の法的手段に関する吟味 中村一彦
企業譲渡と労働関係の移転（２）
――機能承継理論への考察―― 田村茂夫
慣習法上の財産権と近代法――売薬懸場帳の
売買と担保をめぐって（１）―― 吉原節夫
第４篇　社会
｢人間と社会｣ 石瀬秀治
詩的直観とイメージの特色について（その１）
水井謹作
宗教組織の発展と社会階層 山口素光
越嶺会の会員名簿、卒業生名簿は、前回昭和38
（1963）年刊行以来その編集・発行は途絶えていた。
そこで昭和41（1966）年５月には、改めて40周年記
念号を発行することになったが、友杉、吉原両教官
が中心になり最新の会員消息を蒐集して編集したも
のである。
第33回国立10大学経済学部長・事務長会議は、昭
和43（1968）年６月６・７日に経済学部が当番校に
なって開かれ、全国に起こった大学紛争をテーマに
情報交換が行われた。この会議の決議事項は次の３
点にまとめられる。
１．教官研究費の増額に関する決議。当時は旧制
と新制の大学間に研究費の格差が大きすぎるという
問題があった。とくに実験講座と非実験講座、大学
院を持つ大学と持たない大学間の研究費の格差が非
常に大きい。そこで文部省に対し、その格差是正を
要求することになった。国立10大学経済学部長会議
の名において、決議文を６月20日ころまでに文部省
に提出することになり、文案は富山大学で作成し、
横浜国立大学と協議することになった。
２．実験学科目化の促進。経済原論（計量経済学
経済学部
を含む）と管理会計を第１順位に、経済史（日本経
済史、西洋経済史）と簿記学を第２順位に、実験科
目化をはかり、その指定を受けられるよう申請する
ことになった。さらに実験科目化が可能な学科目を
選び、本省と折衝することが決まった。
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３．経済学関係の学部学生のための実験実習設備
基準について。これは研究用を除き、教育用の設備
についてであり、この時点までの実績の５倍の施設
設備充実を本省に要求することになった。
第Ⅱ部　部局編
